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各 地 からの 報 告

日本初！クロオオアブラコウモリ繁殖地発見 顛末記
中島宏章

図 1　小樽市総合博物館　機関庫．

  謎のコウモリの繁殖確認

　札幌でクロオオアブラコウモリの繁殖地が見つかったとのニュースは、2020年 5月、
新聞各紙や yahoo！ニュース、LINE NEWSなど主要 webメディアに取り上げられ、ア
イフォンのホーム画面ニュースにも表示されるほど広く報道された（されてしまった）。
　 「謎のコウモリの繁殖確認　日本初」 。 　
　ちょうどコロナ禍まっただ中、新型コロナウイルスの起源がコウモリではないかと噂さ
れていた時で、センセーショナルなタイトルで読者を釣るメディアのやり方は、いつも下
品だなと思いつつも、その影響はやはり大きかった。新型コロナウイルスの国内での最初
の震源地は、雪まつりが行われ、中国人観光客がたくさん訪れていた札幌市との認識があ
る中、「札幌市で謎のコウモリの繁殖確認」という爆弾が市民に投下されれば、人々の不
安をいたずらに煽ることは明白であった。
　「だから札幌でコロナが流行ったのか」「このコウモリは、中国からの刺客だろう」。ネッ
ト民たちの安易で早急な反応が、各 SNSやニュースコメント欄に寄せられてしまった。 
　本当にこの新型コロナウイルスというのは、現代社会の闇という闇を浮き彫りにしてく
れる。

  クロオオアブラコウモリとは

　本種は、国内での確認例が非常に少なく、分布はおろか、一般的な習性も全く分かって
いない、いわゆる「謎に包まれたコウモリ」である。
　世界的にはモンゴル、中国、極東ロシア、朝鮮半島と比較的広く分布しているが、な
にせ国内での確認は限られている。本種が日本で初めて確認されたのは、1954年に札
幌市北大構内であり、現在も確認（10例中 7例）のほとんどが北海道である（近藤ほか 
2020）。
　ここまで確認が少ないのだから、大陸から迷って飛んできただけではないか？ という
意見も依然としてなくならないほど、実態の分からないコウモリだったのだ。

  夜中に警報が鳴るミステリー

　そんな状況がにわかに変化しはじめたのは、2010年、札幌のお隣の小樽市で本種のね
ぐらが発見されたあたりからであろう。小樽市総合博物館には、古い機関庫があり、その
建物内に本種は住んでいたのだ（図 1）。
　この小樽市のねぐら発見までの経緯が面白い。
　ことの発端は、夜中になると、誰もいないはずなのに、
機関庫に設置された警報が鳴るというミステリーからは
じまった。この機関庫は重要文化財であるため、警報が
鳴れば警備員さんは必ず出動しなければならない決まり
だ。警報が鳴る、見に行く、異状なし。また警報が鳴る、
見に行く、また異状なし。また警報、見に行く、異状な
し……。こんなことを繰り返していては、たまったもの
ではない。はじめはネズミのイタズラかなにかと思って
いたのだそうだ。だが、ある日、糞がみつかった。 ま
た、外壁の上部にコウモリのねぐら跡と思われる染みも
みつかった。それらを見て「コウモリの可能性が高いな
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図 2,3　クロオオアブラコウモリ．

図 4　クロオオアブラコウモリの飛翔（小樽市で撮影）．

あ」となった。と、当時の学芸員さん（持田誠氏）は語
る。コウモリの居所を突き止めようと、コウモリ観察会
を開き、みんなで観察を行った。そんな、ある日（2010
年 9月 9日）、生きたコウモリが機関庫で保護されたのだ。
当時の学芸員さん（持田誠氏）が検索表で種同定を試み
るが、今ひとつ、ストンと種が落ちない。その学芸員さ
んは、植物が専門であったが、生物全般に深い興味を持っ
ていたため、なにかしらの直感が働いたのかもしれない。
コウモリを札幌の研究機関（森林総合研究所）にまで持
ち込んだのだ。そして、そこで見事にクロオオアブラ
コウモリ（オス）と同定されたわけである（ Fukuiほか 
2013）。
　持田さんが面白い話をしてくれた。種を調べてもらう
には、とにかくコウモリを生きたまま専門家に渡さなけ
ればとその時に思い、母校である北海道大学の昆虫学教
室へかけこんで、夜通し研究中の学生達に頼み込み、と
にかくエサになる虫をとりまくってもらった。なんとか
生きたままコウモリを持ち込んだ。ところが、研究機関
に持ち込んだらば、これは珍しい！ 標本にしないとい
けませんね、と、あっさりコウモリが標本にされてしまっ
たというのだ。学生まで総動員して、あんなに大切に世
話をしたのに……という、悲しくもなぜかちょっと笑え
る、そんな話だ。

  札幌でもチラホラと

　翌年 2011年には札幌でも動きが出てきた。市街地で
拾われたコウモリが本種だったのだ（近藤ほか 2020）。
しかも、同じような日に、同じような場所で拾われ、い
ずれも幼獣だったのだ。うへー！クロオオアブラコウモ
リが札幌で繁殖しているかもしれない？？ 僕はコウモリ
仲間に声をかけ、みんなでその周辺を一斉捜索した。
　むさくるしい男たちが集まり、ネオン輝く札幌の街中
をバットディテクター片手にねり歩いたのも虚しく、な
んの手がかりもなく完敗に終わった。
　その後も、時間を見つけては調査を続けるが、人通り
の多い市街地ということもあり、思うように調査を行う
ことは難しかった。バットディテクターで多少の声の
確認はあっても、決定的な確認まではいたらなかった。

  ＳＮＳで知るなんて

　探したって、どうせ見つからない。そんな、あきらめムードが漂い、数年があっという
間に過ぎた。2017年 7月 20日、なにげないＳＮＳでのやりとりから、僕の家の「近所の
学校にコウモリがいましたよ」という情報が寄せられた。情報提供者は近所の知り合い



5コウモリ通信 No.30, Jun., 2021

で、僕が SNSにのせていたクロオオアブラコウモリの
写真にリアクションをしてくれ「同じ種類のコウモリで
しょうか？  乱舞していましたよ」というコメントとと
もに、コウモリの赤ちゃんを手に乗せた写真まで見せて
くれた。えーっ！と思い、僕はすぐにその知人に連絡を
した。僕は開口一番、「もう～、早く教えてくださいよ～」
なんて、茶化しながら言った。すると、コウモリはもう
去年から確認していたと言う。しかも、子どもたちを集めてコウモリ観察会もしたんです
よ、などと笑顔で言っている。それ聞いて、僕はひっくり返った！「なぜ早く言わん！（笑）」。
だって僕は数年前に、この知人に頼まれて近所の子どもたちにコウモリ講演会もしたこと
もあるのだ。それなのに……いの一番に教えてくれてもいいのに……。
　翌日。とにもかくにも、僕は知人と待ち合わせて、近所の学校に向かった。自宅の徒歩
圏内にコウモリの繁殖地があったなんて……これぞまさに灯台下暗しだな、などと思いつ
つ、バットディテクターのスイッチを入れ、コウモリの出現を待った。 当初、僕の勘で
は、ヒナコウモリだろうと決めてかかっていたため、ディテクターの周波数を 20キロヘ
ルツにしていた。日没から10分ほどすると、コウモリが現れた！ すごい！ ほんとにいた！ 
しかし、コウモリの声がディテクターから聞こえない。ま、まさかと思って周波数を 35
キロヘルツあたりに合わせると……バッチリ声が入った。うげーっ！ クロオオアブラコ
ウモリかー⁉ と、心のなかで叫んだ。知人のなにげない情報が、とんでもない貴重な発
見に格上げされた瞬間だった。
　校舎の周りを少し見まわると、コンクリートの隙間に、産まれて間もない幼獣の姿も確
認できた（図 5）。うへー！これって、クロオオアブラの赤ちゃんじゃないのー‼⁇ とに
かく驚くほかないが、この段階ではまだクロオオアブラコウモリとは断定できない。きち
んと同定するには捕獲をして精査をしなくてはならないからだ。

  忍者のように謎

　クロオオアブラコウモリに違いないと思ったものの、その後、校舎の周りで調査をして
も、特定のねぐら位置というのが分からない。日没前から、めぼしい場所の前でスタンバ
イをしてみても、気づいたら、コウモリはもうすでに外を飛んでいるという感じ。ピンポ
イントにここの穴から出入りしている、というのが見つけられないのだ。
　たいていのコウモリが相手の場合、ここまで追い詰めたならば、ねぐら位置が分かりそ
うなものの、このクロオオアブラコウモリはまるで忍者のような目くらましをしてくる。
　一度だけ、建物からの出入り場所を確認したことも
あった（図 6）。しかし、その場所は、その時だけで一
度きり。単に気まぐれに使っていた場所なのか？ でも、
フンはそれなりに落ちていたし…恒常的に使っている
と思ったのにな。思わせぶりなコウモリだ。実にいけ
ずなクロオオアブラだ。
　場所が学校というのも、調査のしにくさを助長した。
日没後に校舎のまわりを僕のようなオジサンがウロ
チョロして良いはずがない（笑）。今回もまた、あとも
う少し、決定打に欠けたまま、いたずらに時間だけが
過ぎていった。

図 5　2017 年 7 月 21 日、コン
クリートの亀裂からはみ出てい
るコウモリの幼獣を確認．

図 6　2017 年 7 月 23 日、校舎
上部の笠木アルミサッシ部分か
ら出入りを確認した．
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図 7　2017 年 9 月 4 日、校長室のベランダでクロオオアブラコウ
モリの幼獣が５頭みつかる．例のジョウロも見える．

図 8　2017 年 9 月 4 日、ジョウロの中にクロオオアブラコウモリの
幼獣が２頭死んでいた .

  校長先生のファインプレー

　そんな、あきらめムード漂う 9月 4日。突然、校長先生か
ら連絡が入った。
　「校長室のベランダにコウモリの死体が 2つありました」
　な、なぬー！その連絡を受け、すぐに、僕は学校へ行く。
　校長先生に案内してもらい、その状況を見た瞬間。僕は、
とてつもなく驚き、そして、大笑いをしてしまった。なんと、
そのコウモリ 2頭は、とても可愛らしいジョウロの中に入っ
て、うつ伏せで干からびて死んでいるではないか（図 7,8）。な
ぜ、ジョウロの中に入った？ 不可思議で少々間の抜けた状況
を前に、僕はコウモリをかわいそうと思うよりも先に、笑い
がこみ上げてしまったのであった。
　こうして、死体とはいえ複数の個体（最終的には 5個体）
が手に入り、しかも、独り立ち前の幼獣であったということ
から、ここが繁殖地ということまで確認することができた。 
　校長先生のファインプレーに大感謝である！ ただ、残念な
がらこれら幼獣がいつ死亡したものか？ は、正確には分から
ず、今後の課題となった。

  札幌はクロオオアブラコウモリ天国かもしれない

　ここ数年、札幌市内でコウモリ調査が盛んに行われるようになっている。もちろん、ク
ロオオアブラコウモリも調査の中で記録される。場所によっては、確認種がクロオオアブ
ラコウモリのみ、ということも少なくない。むしろ、山や林に隣接した住宅地であれば、
クロオオアブラコウモリがいない方が不思議だと思えるほどだ。とはいえ、本州のアブラ
コウモリのような密度ではなく、個体数自体はそれほど多くない印象だ。

  なにげに「日本初」ではないですか？

　2020年、コウモリ研究者の近藤憲久さんらが執筆する小樽市のクロオオアブラコウモ
リの報告に、僕が札幌で確認している状況も盛り込むことになった。作業が進み、論文が
出来上がる頃、僕の素朴な疑問を共著の皆さんに向けて、なにげなく投げかけてみた「そ
ういえば、クロオオアブラコウモリの繁殖地って、正式には日本で初めてになりますか？」 
うん、そういえば、日本初だね！ということになり（笑）こうして、クロオオアブラコウ
モリの日本で初めての繁殖地確認が報告されることとなった（近藤ほか 2020）。実に肩の
力の抜けた、なにげない大発見とあいなった。

  可愛い顔の絶滅危惧種

　このように、クロオオアブラコウモリというのは、実に不思議な魅力のあるコウモリだ。
　アブラコウモリと名がついているのにアブラコウモリとは別のグループだというのが、
そもそも不思議な印象を我々に与える。
　よく見ると、他のコウモリよりも瞳がかなり大きい。実に可愛い顔をしている（図 9）。
アイドル的なコウモリだ。
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　2018年 7月 23日、仙台市泉区住吉台で、外干ししていた布団にとまっていたアブラコ
ウモリの幼獣（メス）に気付かずに発見者が布団を取り込んでしまい、25日朝まで牛乳
＋バナナを与えていたが食べなくなったため、仙台地方振興事務所（林業振興部）へ持ち
込んだ。私は宮城県のアニマルレスキューに登録しており、翌 26日に連絡を受け、保護
飼養に入った。以下は、その際の人工哺育記録です。
■ 2018年 7月 26日　
　生後 1週間～ 10日位の赤ちゃんアブラコウモリと対面。犬用粉ミルクをお湯に溶かし
て、約 3時間毎にスポイトで授乳。初めはお互い慣れないので、顔中びしょびしょ。ティッ
シュで顔と身体を拭いてやってスキンシップ。尿とフンの始末はしないでも、ミルクを飲
みながら排泄していた。
■ 8月 10日　13:00
　ミルクを溶かしてスポイトに入れている最中にミルクの皿に来て自分でなめだした（図

コウモリ雑記帳 ③

アブラコウモリPipistrellus abramus (Temminck,1840)
高橋  修

　ねぐらのある建物を見つけても、ど
こにいるのか、非常に分かりにくい。
まるで忍者のようなコウモリだ。
　人工構造物を主なねぐらにするわり
には、個体数がべらぼうに多いわけで
はなさそうだ。僕の見立てでは、気密
性の高い建物にどんどん建て替えられ
ているのに合わせて、住み家を追われ
ている、そんな可哀想なコウモリでは
ないのか？ と思っている。
　本来であれば、本腰を入れて調査、
研究をするべきなのだろう。
　クロオオアブラコウモリ殿。すまないが、もう少し、待ってくれないか。
　いつか、ちゃんと調べます。それまで、どうか、生き抜いてください。
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図 9　クロオオアブラコウモリの
可愛い顔．


